
〇市民団体ゆめカステラプロジェクト since 2017
☆理念「好きなものを食べて生きていく」
☆啓発活動：「摂食嚥下障害」を多くの人に認知してもらう
①定例会議
月1回開催。レクチャー、イベント・商品開発の話合い
②地域のイベント参加
開発した商品の試食、摂食嚥下障害の資料提供、ゲーム、クイズ、相談など

③研修会・市民公開講座主催
医療介護関係者や市民への講演、実地指導。市民公開講座、高校生への授業
④ホームページ、SNS、Youtube
摂食嚥下障害に関する情報を発信

☆開発活動：美味しく食べやすい食品の開発・普及を行う
「なめらかすてら」 330円（税込）2018年7月より販売開始
農林水産省食料産業局長賞（第5回介護食品・スマイルケア食コンクール）

☆啓発＆開発活動：長崎嚥下食デザートコンテスト（2020年～）
嚥下調整食のレシピを募り、審査し表彰。
レシピ集を作成して無料配布。優秀なレシピを商品化する。
〇第1回長崎嚥下食デザートコンテスト（2020年）

長崎新聞 2020.11.10

・健常者のモニタリング結果
73人 47±10歳、26歳-71歳 男性14人、女性56人 
（栄養士・言語聴覚士・看護師・介護職員など）

・要介護者内訳
68名 76±20歳 17歳-100歳
男性21人、女性41人 （施設入居者、在宅）

・要介護者モニタリング結果
摂取時の異常（ムセ、口腔・咽頭残留感など）

Fisher‘s exact test P<0.01 

〇結果まとめ
①モニタリング
健常者、患者共に全ての項目で概ね良い評価。摂取時に異常がある要介護高齢者は1割程度
刻み食以上の食形態の要介護高齢者には摂食時の異常が少ない
多くの専門職の人からコメントをもらった。

②物性検査
市販品と比べ試作品では硬さの値が低くなっていた。
試作品全体での硬さ4.9［N/m2］、付着性0.5［103J/m3］、凝集性0.4となり、消費者庁許可基準Ⅲ、
スマイルケア食赤②、嚥下調整食学会分類コード2（2-2）～3に該当。

〇今後の展望
モニタリング結果をもとに改良を行い、商品化を進めていく。
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～ 商品化提案書 ～ 2022年6月9日
ゆめカステラプロジェクト

『飲み込むことが難しくなってきた方にも食べやすい“シースクリーム”』

◆現状

普通食

高齢や病気・障害などで、
「噛むこと（咀嚼）」や
「飲み込むこと（嚥下）」の
機能が落ちてくると・・・

ソフト食
ミキサー食
ペースト食
ゼリー食

経管栄養、胃ろう
➡ 介護福祉士国家試験にて、「嚥下障害のある高齢者に最も注意が必要な食物は何か」という問

題の答えが「カステラ」というように、柔らかくても飲み込みにくい食べ物は敬遠される。

◆「食」に望むこと

➡ いつまでも美味しく食べたい
➡ 家族と同じものを食べたい

◆貴社にとって見込まれる価値

株式会社梅月堂 御中

◆テーマ

1. 差別化
➡ SDGs（3.すべての人に健康と福祉を）の視点から人々の健康へ寄与する商材を

開発することにより、介護、医療、福祉業界をはじめ各方面への提案力が向上し、
他社と差別化することが見込まれます。

2. シナジー
➡ 既存の“シースクリーム”のラインナップに加わることでお客様の選択肢が増え、

同時に様々な種類のご注文が見込まれます。
（例：通常品＋嚥下品 もちろん通常品を食べれる方も嚥下品）

3. 新規顧客獲得
➡ 嚥下障害の方が食べれるスイーツも少ないため、SNS、口コミ及びメディア露

出等で対象のご本人、ご家族等新規顧客の獲得及びリピートも見込まれます。

◆商品の目標

スポンジ感を残し、果物部分も舌でつぶせる固さ「嚥下調整食３(※)」で、飲み込むことが
難しくなった方でも食べることができる“シースクリーム”開発

(※)別紙「日本摂食嚥下リハビリテーション学会 「嚥下調整食分類２０１３」の分類分け」をご参照下さい

etc

◆商品概要

嚥下食 通常食

コンセプト：飲み込みが難しくなった方でも持続して食べられるスイーツを提供
想定購買層：嚥下障害のご本人、ご家族、介護施設、医療機関

グランプリ作品
「スプーンでふわっとシースケーキ 」

〇長崎の定番ケーキ、シースケーキとは？
シースケーキは長方形でしっとりしたスポンジの間にカスタードク
リーム、スポンジの上に生クリーム、さらに黄桃とパインがのった長
崎の定番ケーキ。昭和30年に梅月堂から「シースクリーム」の名前で
生まれ、その後長崎市を中心に長く市民に愛されてきた。

〇梅月堂へ開発・販売を要請
第1回長崎嚥下食デザートコンテストでグランプリとなった「スプー
ンでふわっとシースケーキ」のレシピをもとに商品化を検討。梅月堂
にレシピ、サンプル、企画提案書を提供し、開発・販売を要請した。

〇モニタリング
梅月堂の試作品が完成。健常者や要介護者へモニタリングを実施。
味・甘さ・みため・匂い・飲み込みやすさの5項目を5段階で評価。
摂取時の異常（むせ、口腔・咽頭残留感など）の有無を評価
感想や製品の改良案など自由記載

〇物性検査
市販品のシースクリームと試作品の物性検査を実施。

〇モニタリング結果

〇謝辞 物性解析に協力頂きました長崎工業技術センターさまに深く感謝の意を表します。

企画提案書モニタリング用紙

・要介護者モニタリング結果
味などについて

〇物性検査結果
テクスチャーアナライザーによる解析
測定条件
・気温20℃、湿度60％

測定機器
・Texture Prefile Analysis

試料
・Sample1: 梅月堂シースクリーム
・Sample2: 試作品シースクリーム

測定条件
・プランジャー: 樹脂製、直径20mm、高さ8mm、円盤状
・圧縮: 速度10mm/s、 2回圧縮、クリアランス5mm
・容器: 直径40mm、 高さ20mm.・試料: 15mmまで充填、10℃前後
※測定は、消費者庁が規定する特別用途食品えん下調整食品と同試験とした

結果①スポンジ 結果②ケーキ全体

梅月堂
シースクリーム

高齢者施設での
モニタリング

グランプリレシピ

食形態


